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第 1 章では，本論文の占める位置を概観し，本研究の意義を述べている。 。


















第 6 章では，第 5 章の結果を応用し，復号が容易な複合誤り訂正符号とその復号法を提案している。
まず，符号構成法と複合誤り訂正復号法を述べ，続いて，具体的な符号についてその誤り訂正能力を
日月らかにしている。
第 7 章では，本研究の成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
記憶のある通信路は現実の通信回線に対する重要なモデルである。本論文は記憶のある通信路に関
して差動位相変調方式における場合とフェージング通信路にわける場合とについて，誤り制御の手法
を論じたものであり 得られた成果をまとめると次のようである。
(1) 差動位相変調方式において，生起確率の高い誤りを優先的に訂正する符号の構成について論じ，
構成法を明らかにしている。
(2) 差動符号化とランダム誤り訂正符号化の概念を総合的に関係づけて考察している。この考察に基
づいて，ランダム誤り訂正符号を変換して差動位相変調方式において有用な誤り訂正符号を導出す
る方法を明らかにしている。
(3) フェージング通信路において生じるバース卜誤り訂正符号について考察し，交錯法を用いた符号
系の新しい復号法を提案している。また連接符号に対して，ランダム誤りとバースト誤りを同時に
訂正する復号法について論じ その場合の誤り訂正能力を明らかにしている。
以上のように本論文は 記憶のある通信路における誤り制御について考察し 新知見を得るととも
に，誤り訂正符号の構成ならびに復号に関して，いくつかの新しい有用な手法を発見しているもので
あり，通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
つ』円。
